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印刷

一
般
会
計
一
震
に
匹
、
富
一
ヨ
司
J
J
是

補

正

予

算

-

旬

Fa--ノ
-E
フ
F
官
記

陽
明
中
学
校
建
設
事
業
費
な
ど

第
百
二
十
六
回
六
月
定
例
市
議
会
は
六
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま

で
の
七
日
間
と
定
め
、
市
長
提
出
議
案
十
八
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
・

承
認
・
同
意
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
議
員
提
出
議
案
に
よ
る
気
象
業
務
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
に
つ

い
て
は
原
案
を
可
と
し
て
、
各
行
政
官
庁
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

に
決
し
ま
し
た
。
請
願
・
陳
情
二
十
二
件
の
う
ち
、
採
択
十
二
件
・
継

続
審
査
六
件
・
不
採
択
三
件
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
他
市
政

に
対
す
る

一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
二
十
一
日
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

マ
昭
和
柑
年
度
大
野
市
一
般
会
計
一
春
日
遊
園
地
遊
具

補

正

予

算

一

三

十

万

円

な

ど

四

月

か

ら

統

合

中

学

校

と

し

て

ス

タ

一

衛

生

費

三

百

七

万

一

千

円

|
ト
と
し
た
陽
明
・
開
成
中
学
校
の
う
一
し
尿
処
理
場
旧
消
化
槽
補
修
工
事

ち

、

陽

明

中

学

校

建

設

事

業

費

が

計

上

一

三

百

万

円

な

ど

さ
れ
た
。
ま
た
市
民
の
関
心
事
で
も
あ
一
農
林
業
費

り

ま

す

市

道

舗

装

予

算

も

一

千

六

百

四

一

三

千

六

百
三
十
九
万
五
千
円

十
九
万
六
千
円
で
、
当
初
と
合
計
い
た
一
志
目
木
林
道
開
設
工
事

し
ま
す
と
五
千

一
百

九

十

九

万

六

千

円

一

二

千

二
百
四
十
六
万
円

と
な
り
、
本
年
度
の
総
延
長
は

一
万
二

一
素
材
生
産
施
設
設
置
補
助
ほ
か

千
八
百
メ
ー
ト
ル
と
な
り
ま
す
。
お

も

一

一

千

十

四

万

円

も

ど

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一

商

工

費

五

万

円

(

歳

入

)

一

土

木

費

四

千

五

百

六

万

九

千

円

分
担
金
及
負
担
金

三
百
八
万
七
千
円
一
除
雪
車
購
入
費

二
百
九
十
五
万
円

国

庫

支

出

金

一

舗

装

工
事

三
千
四
百
四
十
二
万
七

T
円
一

一
千
六
百
四
十
九
万
六
千
円

県
支
出
金

二
千
八
百
十
五
万
九
千
円
一
県
工
事
負
担
金

一
千
万
円

寄

付

金

五

百

二

十

八

万

八

千

円

一

三

番

線

用

地

代

諸

収

入

十

一
万
五
千
円
一

三
百
瓦
十

一
万
二
千
円
な
ど

市
債

二
千
五

U
四
十
万
円

一

消

防

費

三

十

九

万

九

千

円

繰
入
金
七
千
一
百
四
十
三
万
九
千
円
一
レ
ス
キ
ュ
ー
セ
ソ
ト

(

歳

出

)

一

十

九

万

円

な

ど

総

務

費

三

百

十

四

万

九

千

円

一

教

育

費

七

F
八
百
九
十
一
万
九
千
円

春

日

駐

車

場

工

事

七

十

万

円

陽

明

中

建

設

工

事

待

避

所

設

置

工

事

ほ

か

七

千

二

百

九

十

八

万

八

千

円

一
百
八
十
万
円
な
ど
弓
道
場
購
入
二
百
五
十
一
万
円

民

生

貴

一

百

四

十

二

万

七

千

円

上

庄

中

学

校

給

食

室
改
良

義

景

保

育

園

増

築

工

事

九

十

万

円

・

五

十

万

円

な

ど

・

6月定例市議会

災

害

復

旧

費

十

五

万

七

千

円

マ
昭
和
柑
年
度
大
野
市
特
別
会

計
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業

補

正

予

算

五
百
二
十
九
万
円

工
事
請
負
費
四
百
五
十
万
円
な
ど

マ
大
野
市
建
築
物
に
お
け
る
駐
車

施
設
の
附
置
等
に
関
す
る
条
例

自
動
車
の
増
加
に
伴
っ
て
、
市
街
地

の
交
通
状
況
は
一
段
と
復
雑
化
し
て
き

で
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
激
し
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
市
街
地
に

お
け
る
大
規
模
建
築
物
に
つ
い
て
駐
車

施
設
を
附
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路

交
通
の
円
滑
化
を
図
る
。

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

地
方
債
の
額
の
変
更
お
よ
び
地
方
債

の
借
入
条
件
を
変
更
し
た
た
め
。

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

昭
和
四
十
五
年
度
特
別
会
計
南
部
区

画
整
理
事
業
会
計
に
お
い
て
歳
入
不
足

が
あ
り
、
昭
和
四
十
六
年
度
同
会
計
よ

り
繰
上
充
用
を
し
た
い
の
で
、
予
算
補

正
に
よ
り
処
理
す
る
た
め
。

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

ニ
と
に
つ
い
て

昭
和
四
十
五
年
度
特
別
会
計
北
部
土

地
区
画
整
理
事
業
会
計
に
お
い
て
、
歳

入
不
足
が
あ
り
、
昭
和
四
十
六
年
度
同

会
計
よ
り
繰
上
充
用
を
し
た
い
の
で
、

予
算
補
正
に
よ
り
処
理
す
る
た
め
。

〉
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

ニ
と
に
つ
い
て

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
条

例
の
一
部
改
正
繁
備
す
る
た
め
。

マ
専
決
処
分
の
承
寵
を
求
め
る

ニ
と
に
つ
い
て

大
野
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の

一
部
改

正
条
例
の
一
部
を
訂
正
す
る
た
め
。

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

ニ
と
に
つ
い
て

昭
和
四
十
五
年
度
建
設
事
業
と
し
て

大
野
市
日
吉
児
童
館
が
建
設
さ
れ
、
昭

和
四
十
六
年
六
月
よ
り
運
営
す
る
た
め

大
野
市
児
童
館
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
。

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

昭
和
四
十
六
年
三
月
十
二
日
土
木
課

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
半
の
交
通
事
故
に
対

す
る
賠
償
金
額
が
決
定
し
た
た
め
。

V
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

市
有
地
八
十
四
・
九
四
平
方
メ
ー
ト

ル
を
、
有
償
で
払
い
下
げ
る
た
め
。

マ
財
産
処
分
に
つ
い
て

{玉
慶
寺
小
学
校
の
建
物
を
無
償
で
払

い
下
げ
る
た
め
。

マ
大
野
市
公
平
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

公
平
委
員
会
委
員
桑
野
和
夫
氏
は
一

身
上
の
都
合
に
よ
り
三
月
二
十
三
日
辞

職
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
後
任
委
員
に
米

・
村
順
太
氏
を
任
命
し
た
の
で
同
意
し
た
。

マ
人
権
擁
種
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

田
中
さ
と
ゑ
氏
は
昭
和
四
十
六
年
五

月
三
十
一
日
任
期
満
了
と
な
り
、
再
任

し
た
い
の
で
同
意
し
た

マ
大
野
市
清
掃
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

昭
和
四
十
一
年
以
来
す
え
置
と
な
っ

て
い
た
く
み
取
手
数
料
を
実
情
に
合
う

よ
う
改
正
し
た
。

マ
大
字
・
字
区
域
の
変
更
に
つ

い
て大
野
市
農
業
協
同
組
合
が
実
施
し
た

太
田
、
大
矢
戸
地
区
の
岡
場
繋
備
事
業

完
了
に
よ
り
、
一
部
大
字
、
午
区
域
の

(
二
刷
に
続
く
)



南
部
土
地
区
画
整
理
事
業
保
留
地

処
分
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

六
月
十
七
日
の
一
般
質
問
に
お
い
て
安
く
処
分
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り

寸
南
部
土
地
区
画
墜
理
事
業
も
残
務
獲
ま
す
が
何
件
あ
る
の
か
。
詳
細
に
説
明

理
の
段
階
に
は
い
り
、
北
部
土
地
区
画
願
い
た
い
。
」
と
の
質
問
に
対
し
理
事
者

整
理
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
は
「
都
市
計
画
課
の
人
員
で
は
確
か
に

ま
し
た
。
し
か
し
都
市
計
画
課
の

人

員

充

分

と
は
申
せ
ま
せ
ん
。
現
在
南
部
の

が
少
な
い
よ
う
に
思
え
る
が
、

理
事
者
残
務
整
理
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
.
ま
し
、
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
に
も
着

た
南
部
土
地
区
画
整
理
事
業
の
保
留
地
手
し
な
け
ハ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
こ
の

処
分
に
つ
い
て
調
査
し
た
範
囲
内
で
は
人
員
で
決
し
て
充
分
だ
と
は
考
え
て
お

取
扱
い
件
数
百
十
六
件
、
そ
の
う
ち
随
り
ま
せ
ん
。
限
ら
れ
だ
人
員
の
中
で
あ

意
契
約
に
よ
る
も
の
が
八
十
六
件
あ
り
り
ま
す
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
補
充
し

ま
す
。
こ
の
契
約
の
う
ち
評
価
額
よ
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

型
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
よ
り
精
密
な

自
然
現
象
の
把
握
、
迅
速
な
情
報
の
伝

達
が
強
く
要
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
当
市
に
お
け
る

大
野
気
象
通
報
所
は
、

市
民
生
活
に
直

接
密
着
し
た
重
要
な
施
設
で
、
今
後
一

層
の
整
備
拡
充
を
は
か
り
、
測
候
所
に

格
上
げ
す
る
こ
と
は
防
災
上
急
を
要
す

わ
が
国
は
世
界
有
数
の
災
害
固
と
い

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

わ
れ
、
豪
雪
・
集
中
豪
雨
・
台
風
に
よ
大
野
気
象
通
報
所
は
、
昭
和
四
十
五
年

る
風
水
害
・
そ
の
他
冷
害
・
落
震
の
被
四
月
以
降
三
名
の
職
員
が
二
名
と
な
り

害
・
地
震
等

H
気

象

業

務

の

整

備

拡

充

に

業

務

も

大

幅

の

自

然

災

害

関

す

る

意

見

書

を

決

定

H
に
縮
小
き
れ
一

は

、

例

年

国

市

民

の

要

民
生
活
に
多
大
の
被
害
を
与
、
え
て
お
り
望
と
逆
行
す
る
方
向
に
進
ん
で
お
り
ま

ま

す

。

す

。

天

気

予

報

、

気

象

資

料

の

照

会

は

当
大
野
地
方
に
お
い
て
も
、
一
二
八
・
も
と
よ
り
、
防
災
体
制
を
考
え
る
時
憂

一
豪
雪
、
四

0
・
九
風
水
害
に
よ
る
未
慮
せ
き
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

曲
目
有
の
被
害
は
、
い
ま
だ
市
民
の
記
憶
こ
と
か
ら
、
大
野
気
象
通
報
所
を
飛
躍

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
福
井
的
に
拡
充
強
化
す
る
こ
と
の
必
要
性
は

県
奥
越
地
方
の
中
心
を
占
め
る
当
市
で
大
野
市
民
の
求
め
て
や
ま
な
い
事
実
で

も
人
口
、
産
業
の
都
市
集
中
化
に
伴
な
あ
り
ま
す
。

ぃ
、
自
然
災
害
の
様
相
は
復
雑
か
つ
大
よ
っ
て
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
国
民

(2) 号6 第里予大

六
月
二
十
一
日
の
本
会
議
に
議
員
提

出
議
案
と
し
て
、
気
象
業
務
の
整
備
拡

充
に
関
す
る
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
満

場
一
致
で
決
定
、
政
府
な
ど
の
関
係
機

関
に
提
出
し
ま
し
た
。

報会議市

O
気
象
業
務
の
整
備
拡
充
に
関
す
る

意
見
書
O

1 昭和 46.8 . 

す
。
保
留
地
処
分
の
件
に
つ
い
て
は
、

都
市
計
画
課
よ
り
説
明
さ
せ
ま
す
。
」
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
。
都
市
計
画
課
よ
り

「保
留
地
処
分
の
件
は
、
十
九
日
の
建

設
委
員
会
で
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。L
と

の
説
明
で
あ
っ
た
の
で
「
な
ぜ
本
会
議

で
ι
説
明
が
で
き
な
い
の
か
。
こ
れ
は
議

会
軽
視
で
は
な
い
か
。
」
と
の
質
問
が
あ

り
、
市
長
よ
り

「
決
し
て
議
会
軽
視
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
間
を
い
た
だ
け
れ

ば
調
査
を
し
て
説
明
い
た
し
ま
す
J
と

の
答
弁
が
あ
り
休
憩
に
は
い
り
ま
し
た
r

再
開
後
、
理
事
者
よ
り

一
応
保
留
地

処
分
に

つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
た。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
説
明
で
は
納
得

で
き
ず
議
会
で
南
部
土
地
区
画
整
理
事

を
自
然
災
害
か
ら
守
り
、
国
民
の
た
め

の
気
象
事
業
を
発
展
き
せ
る
見
地
に
た

っ
て
下
記
事
項
の
早
期
実
現
に
つ
い
て

特
段
の
配
慮
を
き
れ
る
よ
う
強
く
要
望

い
た
し
ま
す
。

『

H
U

エコロ

一
、
大
野
気
象
通
報
所
を
整
備
拡
充
し

測
候
所
に
格
上
げ
す
る
こ
と
。

二
、
早
急
に
大
野
気
象
通
報
所
の
職
員

を
増
員
し
、
常
時
監
視
体
制
を
確
立

す
る
こ
と
。

三
、
衆
議
院
災
害
対
策
特
別
委
員
会
で

昭
和
四
十
三
年
九
月
十
九
日
に
決
議

に
な
っ
た
自
然
災
害
の
防
止
に
資
す

る
た
め
の
気
象
業
務
の
繋
備
拡
充
に

関
す
る
件
に
つ
い
て
、
す
み
や
か
に

措
置
す
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま

す
。
昭
和
四
十
六
年
六
月
二
十

一
日

福
井
県
大
野
市
議
会

議

長

石

田

警

徳

業
保
留
地
処
分
調
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
調
査
す
る
こ
と
に
賛
成
多
数
で

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
の

委
員
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
@
委
員
長

O
副
委
員
長
)

。

斉

藤

秀

雄

O

北
山
作
右
ェ
門

古

同

湾

靖

生

安

田

武

雄

杉

本

夏

男

角

本

守

塗

茂

光

夫般

質

問

六
月
十
七
日
、

一
般
質
問
が
三
名
の

議
員
に
よ
り
活
発
に
行
な
わ
れ
、
ニ
の

質
問
に
対
し
理
事
者
側
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
お
も
な
も
の

d
次
の
と
お
り
で
す
。

争
-
-
大
野
・
墨
俣
線
の
国
道
昇
格
は

問
、
大
野
市
に
と
っ
て
、
こ
の
問
題
は

将
来
の
発
展
を
左
右
す
る
重
要
課
題
で

あ
り
、
い
か
な
る
困
難
を
は
ら
っ
て
も

一
日
も
早
く
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん。

こ
の
件
に
つ

い
て
、
現
在
中

央
の
動
き
は
ど
う
展
開
さ
れ
て
い
る
の

か
。
県
の
協
力
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
関
係
市
町
村
と
の
連
携
は
ど

の
よ
う
に
進
展
し
て
い
る
の
か
。
将
来

の
実
現

へ
の
見
通
し
は
ど
う
な
の
か
。

以
上
の
こ
と
を
詳
し
く
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

答
、
昨
年
の
一
月
に
岐
阜
県
墨
俣
町
に

お
い
て
、
福
井
県

・
岐
阜
県
の
両
者
が

太
野
・
墨
俣
線
国
道
昇
格
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
を
結
成
い
た
し
ま
し
た
。
以

来
、
福
井
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
当
市

を
中
心
と
い
た
し
ま
し
て
、
岐
阜
県
の

関
係
市
町
村
と
絶
え
ず
連
絡
を
保
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
早
い
機
会
に
国
道
昇

格
を
実
現
し
ょ
、っ
と
直
接
建
設
省
に
対

し
て
陳
情
を
繰
返
し
て
お
り
ま
す
。
と

同
時
に
こ
の
前
提
に
な
り
ま
す
も
の
は

整
備
促
進
が
何
よ
り
も
肝
心
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
特
に
温
見
峠
を
早
く
開
通

-す
る
と
い
う
こ
と
を
第
一
の
目
標
に
し

て
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
岐
阜
県
は
昨

年
よ
り
温
見
峠
の
工
事
を
開
始
い
た
し

ま
し
て
、
今
年
度
に
お

い
て
自
動
車
が

通
れ
る
メ
ド
が
つ
い

て
お
り
ま
す
。
大

野
市
側
は
、
真
名
川
ダ
ム
建
設
予
定
地

ま
で
整
備
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の

道
路
を
更
に
中
島
を
経
て
、
畢
一百
川
ダ
ム

ま
で
延
ば
し
た
い
と
い
う
基
本
的
な
考

え
方
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
前
提

条
件
を
も
と
に
、
国
道
昇
格
は

一
年
か

ら
二
年
で
は
む

つ
か
し
い
と
考
、
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
五
年
を
期
限
と
し
て
国
道

昇
格
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み
た

い
と
考

え
て
お
り
ま
す
σ

a
v
-
-

共
同
墓
地
並
ぴ
に

駐
車
場
に
つ
い
て

問
、
現
在
大
野
市
の
自
動
車
台
数
は、

一
万
二
千
台
を
突
破
し
、
今
後
ま
す
ま

す
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ご
承

知
の
よ
う
に
当
市
は
、
道
路
の
要
所
要

所
に
お
寺
が
あ
り
、
こ
れ
が
都
市
計
画

上
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、

大
門
地
籍
の

一
角
に
ま
こ

と
に
り
っ
ぱ
な
葬
斎
場
が
建
設
さ
れ
た

の
に
伴
な
い
市
長
は
こ
の
周
辺
を
墓
地

公
園
に
す
る
構
想
だ
と
聞
い
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
際
積
極
的
に
寺
側
と
話
し
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合
い
、
各
寺
院
の
墓
を
共
同
墓
地

へ
移

転
し
、
そ
の
跡
を
有
料
駐
車
場
に
利
用

し
た
ら
ど
う
か
と
考
、
え
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
理
事
者
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
、
た
だ
今
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
施

策
は
、
全
国
各
地
で
も
採
用
し
て
墓
地

の
共
同
化
を
は
か

つ
て
お
り
ま
す
。
福

井
市
は
、
震
災
を
契
機
と
い
た
し
ま
し

て
、
墓
地
を

一
箇
所
に
集
中
い
た
し
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
市
の
よ
、
7

な
古
い
町
を
残
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

共
同
墓
地
を
つ
く
り
、
移
転
し
た
土
地

を
す
ぐ
駐
車
場
そ
の
他
に
利
用
す
る
と

い
う
こ
と
は
む
つ
か
し
い
状
態
に
あ
り

ま
す
。
考
え
方
と
し
て
は
、
大
門
の
火

葬
場
周
辺
を
共
同
墓
地
に
利
用
し
た
い

と
い
う
こ
と
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度

で
研
究
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
墓
地
の
面
積
と
し
て
は
、
き
わ

め
て
少
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
共
、
西
の
方
で
大
々
的
な
共
同
墓

地
敷
地
の
権
保
を
し
な
け
れ
ば
志
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て

今
後
新
し
く
墓
を
建
て
る
人
に
は
、
こ

の
墓
地
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た

除
々
に
寺
院
の
理
解
を
得
ま
し
て
墓
地

公
園
の
方
へ
移
し
て
い
た
だ
く
と
い
う

考
え
方
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
駐
車
場

は
、
基
本
的
に
市
内
の
道
路
を
分
け
ま

し
て
、
車
優
先
の
自
動
車
道
路
と
、
人

間
優
先
の
道
路
に
駐
車
を
許
可
す
る
と

い
う
使
用
区
分
を
は

っ
き
り
さ
せ
る
べ

き
で
あ
る
と
考
、
え
て
五
り
ま
す
。
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-
・

・工
姐
咽
量
間
致
と
過
疎
対
策
は
、

問
、
大
野
市
の
過
疎
化
現
象
は
、
年
々

激
し
く
な
る
傾
向
に
あ
り
、
若
い
青
年

は
ま
す
ま
す
減
少
す
る
状
態
で
あ
り
ま

す
。
こ
の

こ
と
は
、
県
政
の
中
枢
か
ら

疎
外
さ
れ
た
大
野
市
に
と
っ
て
、
前
途

第(3) 

に
暗
雲
を
見
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
今

こ
そ
理
事
者
と
い
わ
ず
、
市
会
議
員
と

い
わ
ず
、
い
や
し
く
も
市
政
を
つ
か
き

ど
る
も
の
は
、
一
丸
と
な
っ
て
過
疎
か

ら
の
脱
却
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
去
る
三
月
定
例
会
の
答
弁
で
、

農
工
一
体
化
に
基
づ
き
、
大
野
市
農
業

改
善
事
業
に
努
力
す
る
と
共
に
、
弱
電

関
係
、
精
密
機
械
関
係
と
公
害
の
な
い

工
場
誘
致
に
全
力
を
あ
げ
る
と
い
わ
れ

た
が
、
こ
の
こ
と
に
対
し
市
長
は
果
し

て
真
剣
に
努
力
き
れ
て
い
る
の
か
ど
う

か
。
も
し
努
力
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
ば

現
実
に
ど
の
よ
う
な
工
場
誘
致
を
試
み
、

結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
近

い
将
来
に
公
害
の
な
い
工
場
誘
致
が
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
、
当
市
の
こ
れ
か
ら
の
最
も
重
要
な

こ
と
は
、
第
一
次
産
業
か
ら
、
第
二
次
、

第
三
次
産
業
へ
生
産
力
人
口
が
移
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
大
き
な
謀

題
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が

な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
大
野
市
の
抜
本
的

な
過
疎
対
策
が
で
き
な
い
と
い
う
信
念

を
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
一
環
と
い
た

し
ま
し
て
、
工
場
誘
致
に
は
力
を
入
れ

て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
現
在
の
国
全
体
の
不
況
ム
ー
ド
か

ら
、
早
急
に
新
し
い
工
場
が
進
出
し
て

く
る
こ
と
は
困
難
な
状
態
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
県
・
大
阪
事

務
所

・
名
古
屋
事
務
所
と
連
絡
を
と
り

ま
し
て
、
適
当
な
工
場
の
照
会
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
県
を
中
心
と
し

て
大
阪
、
東
京
で
説
明
会
を
行
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
う
い
う
会
合
に
た

え
ず
出
席
し
て
、
大
野
市
の
条
件
を
よ

く
説
明
い
た
し
会
社
と
連
絡
を
保
ち
な

が
ら
、
工
場
誘
致
を
進
め
る
こ
と
に
全

力
を
あ
げ
て
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
農
業
の
基
盤
整
備
事
業
完
成
の
あ
か

つ
き
に
は
、
余
剰
労
力
が
で
て
く
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
活
用
が
大

き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
農
工
一
体
の

施
策
を
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
ま
し

て
強
力
に
進
め
た
い
と
考
、
え
て
い
ま
す
0

.

.
 -
観
光
対
策
に
つ
い
て
示
せ

問
、
大
野

・
和
泉
村
観
光
対
策
協
議
会

の
予
算
は
、
五
万
円
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
少
な
い
予
算
で
は
実
際
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か
よ
く
わ

か
ら
な
い
。
ま
た
和
泉
村
で
は
、
下
山

か
ら
荒
島
に
通
ず
る
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
林
道
を
開
発
す
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
が
、
当
市
は
荒
島
に
登
山
道
が
わ
ず

か
に
あ
る
だ
け
で
、
広
域
観
光
に
つ
い

て
の
実
は
あ
が

っ
て
お
ら
な
い
と
考
、
え

ま
す
。
長
野
ダ
ム

・
笹
生
川
ダ
ム
と
大

野
市
を
結
ぶ
周
遊
道
路
の
開
発
は
、
ど

の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。
理
事
者
の
巧

え
を
示
せ
。

答
、
当
市
は
非
常
に
恵
ま
れ
た
観
光
資

源
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
大
野
市
だ
け

の
こ
と
で
は
な
く
、
和
泉
村
も
合
め
た

広
域
観
光
と
し
て
で
き
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
和
泉

村
と
の
問
に
は
し
ば
し
ば
述
絡
を
と
り

な
が
ら
、
観
光
開
発
に
努
力
し
て
お
り

ま
す
。
特
に
、
今
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し

た
よ
う
に
、
各
ダ
ム
を
結
び
ま
す
周
遊

コ
l
ス
を
作
り
、
中
京
圏
へ
連
絡
す
る

こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
特
に
現
在
は
、
伊
勢
峠
の
改
修
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。
県
道
で
あ
り
ま
す

の
で
観
光
行
政
よ
り
も
、
道
路
行
政
の

立
場
か
ら
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
将

来
は
こ
の
道
路
を
全
面
舗
装
い
た
し
ま

し
て
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
コ

l
ス
と
い
た

し
た
い
考
え
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が

一

方
で
は
、
温
見
を
通
り
、
墨
俣

・
岐
阜

へ
通
じ
、
一
方
で
は
、
九
頭
竜
ダ
ム
か

ら
白
鳥
へ
通
ず
る
と
い
う
大
き
な
周
遊

コ
ー
ス
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
周
遊
コ

i
ス
の
頂
点
に
あ
る
の
が

荒
島
岳
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
荒
'品
の
開

発
整
備
と
い
う
、
」
と
も
今
後
に
残
さ
れ

た
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
こ
の
林
道
の

開
発
は
、
周
遊
コ

l
ス
に
合
わ
せ
ま
し

て
、
大
幹
線
林
道
に
よ
り
開
発
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
わ
お
り
ま
す
。

・

・・

補
助
率
を
引
き
上
げ
よ

問
、
上
庄

・
下
庄
・
富
田
地
域
・
の
基
盤

整
備
が
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
今

日
、
こ
れ
に
対
す
る
市
の
補
助
は
や
は

り
旧
態
依
然
と
し
て
五
パ

ー
セ
ン
ト
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
際
一

日
も
早
く
基
鍍

整
備
を
の
実
現
を
要
望
さ
れ
る
の
な
ら

ば
、
せ
め
て
十
パ

ー
セ
ン
ト
程
度
に
引

き
上
げ
て
は
ど
う
か
と
考
、
え
ま
す
。
ま

た
上
庄
地
区
一
帯
の
基
盤
盤
備
の
中
に

大
野
市
の
利
水
関
係
が
大
き
く
左
右
し

て
く
る
と
考
え
ま
す
。
ど
う
か
将
来
に

悔
い
の
な
い
利
水
計
画
を
た
て
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
、
こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
検

討
を

い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
現

在
各
市
町
村
の
実
情
を
み
ま
し
で
も
、

補
助
率
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を

基
準
に
い
た
し
ま
し
て
補
助
を
現
在
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
上
庄
が

一
千

七
十
五
町
歩
、
下
庄
三
百
五
十
町
歩
、

富
田
、
阪
谷
が
相
つ
い
で
こ
の
十
年
間

に
基
盤
整
備
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま

す
と
、
い
た
ず
ら
に
補
助
率
を
上
げ
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
各
市

並
み
の
補
助
率
で
や
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
大
幹
線
農

道
の
計
画
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
し
、

更
に
第
二
次
構
造
改
善
事
業
を
行
な
わ

な
け
れ
ば
、
明
る
い
農
村
が
で
き
な
い

わ
け
で
あ
り
ま
す
。
財
政
の
基
盤
を
守

り
な
が
ら
補
助
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

-
・

・
し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て

問
、
今
度
の
し
尿
汲
取
り
料
金
値
上
げ

に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
事
情
が
あ

り
業
者
の
要
望
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と

は
必
要
で
あ
る
と
考
、
え
ま
す
が
、
業
者

に
よ

っ
て
市
民
サ
ビ
ス
の
問
題
か
違

っ
て
い
る
よ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
、
こ
の
程
度
ま

で
く
み
取
り
料
金
の
範
囲
に
含
ま
れ
て

い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
市

民
に
打
ち
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
、
く
み
取
り
料
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
ま
で
県
下
で
は
一
番
低
い
と
い
う

の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。
当
市
は
昭
和

四
十

一
年
に
金
額
を
改
訂
し
ま
し
て
以

来
す
え
置
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
今

回
再
三
に
わ
た
る
要
請
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、

こ
の
値
上
げ
を
認
め
ざ
る
を
得

な
い
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
業
者
の
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て

は
く
み
取

っ
た
後
必
ら
ず
清
潔
に
し
て
、

迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
今
後
と
も
指
導

し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。



(4) 

委

員

会
活

の
動
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六
月
定
例
会
の
各
委
員
会
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

第

企
総
務
委
員
会

付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
八
件
は
、
い

ず
れ
も
原
案
を
可
と
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
審
議
過
程
に
お
い
て
議
案
第

四
十
号
中
、
春
日
駐
車
場
の
件
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
市
民
全
体
の
駐
車

場
で
、
地
元
の
み
の
駐
車
場
で
は
な
い

こ
と
を
明
確
に
し
、
地
元
と
駐
車
場
使

用
の
覚
書
を
と
り
か
わ
し
、
今
後
の
処

置
に
禍
根
を
残
さ
な
い
よ
う
要
望
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
議
案
第
五
十
号
、
交

通
事
故
補
償
問
題
に
つ
い
て
、
今
後
こ

の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
は
所

属
委
員
会
へ
経
過
処
置
に
つ
い
て
事
前

に
報
告
す
る
よ
、
つ
配
慮
方
要
望
し
ま
し

た
。
次
に
陳
情
十
五
号
は
処
理
済
み
で

あ
り
、
請
願
十
一
号
緒
島
用
水
の
補
償

に
つ
い
て
は
、
大
野
市
・
西
谷
村
合
併

時
点
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特

殊
な
ケ

l
ス
で
あ
る
か
ら
、
今
後
調
査

検
討
を
要
す
る
の
で
継
続
審
査
と
し
ま

し
た
。

里予大報.o. ':z4 議市1 

企
産
業
経
済
委
員
会

今
回
付
託
を
う
け
ま
し
た
議
案
二
件

は
原
案
を
可
と
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
陳
情
十
三
号
は
採
択
と
い
た
し

ま
し
た
。
請
願
十
三
号
精
米
増
設
事
業

の
助
成
に
つ
い
て
は
、
こ
の
請
願
内
容

で
は
詳
細
が
不
明
に
つ
き
継
続
審
査
と

い
た
し
ま
し
た
。

昭手口 46.8.

A
建
設
委
員
会

付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
五
件
は
、
可

tk 
t兄

決
、
承
認
い
た
し
ま
し
た
。
次
に
陳
情

十
二
号
、
駅
東
駅
前
区
画
整
理
事
業
に

伴
な
う
大
野
水
利
組
合
へ
の
補
償
に
つ

い
て
、
陳
情
十
四
号
南
部
区
画
整
理
事

業
内
の
保
留
地
処
分
、

三
月
定
例
会
で

継
続
審
査
と
な
っ
た
陳
情
九
号
庖
鋪
改

造
に
伴
な
う
補
償
願
い
の
一
二
件
は
不
採

択
と
し
ま
し
た
。
陳
情
十
六
号
開
発
部

落
内
舗
装
、
請
願
九
号
篠
座
大
門
先
の

僑
の
改
修
、
十
八
号
平
沢
区
か
ら
の
舗

装
願
い
、
二
十
一
号
下
舌
区
か
ら
の
舗

装
願
い
、

十
四
号
西
掲
区
か
ら
の
路
一屑

補
修
及
び
舗
装
願
い
、
十
号
、
十
九
号

美
川
町
、
中
荒
井
町
か
ら
の
舗
装
願
い

十
五
号
下
据
区
よ
り
市
道
改
良
願
い
、

三
月
定
例
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
た
中

津
川
区
か
ら
の
舗
装
願
い
の
九
件
は
採

択
と
い
た
し
ま
し
た
。
請
願
十
六
号
松

丸
区
か
ら
の
市
道
編
入
願
い
、
十
七
号

平
沢
区
か
ら
の
市
道
認
定
願
い
、
二
十

号
下
唯
野
区
か
ら
の
舗
装
願
い
、
二
十

二
号
城
町
三
区
か
ら
の
水
路
改
修
願
い

三
月
定
例
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
た
陳

情
五
号
市
道
荒
土
線
の
舗
装
願
い
、
六

号
市
道
千
束
線
の
舗
装
願
い
の
六
件
は

継
続
審
査
と
い
た
し
ま
し
た
。
陳
情
八

号
、
南
部
区
画
整
理
事
業
内
の
保
留
地

処
分
に
つ
い
て
は
、
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
方
で
取
扱
う
よ

う
移
管
し
ま
し
た
。

企
教
育
民
生
委
員
会

付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
四
件
は
原
案

を
可
と
い
た
し
ま
し
た
。
議
願
十
二
号

お
堀
の
清
掃
に
つ
い
て
は
、
採
択
と
し

ま
し
た
。
審
議
過
程
に
お
い
て
、
特
に

問
題
と
な
っ
た
こ
と
は
、
葬
斎
場
建
設

工
事
の
件
で
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
に
も

工
事
が
遅
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
市

は
契
約
約
款
の
示
す
様
な
処
置
を
と
っ

て
お
ら
な
い
。
こ
の
工
事
の
み
に
限
ら

ず
、
す
べ
て
市
の
工
事
は
こ
の
よ
う
な

結
果
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
市
長
は
じ
め
職
員
が
業
者
と
な

れ
あ
い

に
な
っ
て
い
る
証
拠
と
も
言
う

べ
き
で
あ
り
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。
工
期

内
に
竣
工
し
な
い
時
は
、
あ
た
か
も
税

の
督
促
料
、
延
帯
金
を
取
り
立
て
る
如

く
ま
っ
た
く
止
む
を
得
ざ
る
理
由
の
ほ

か
は
厳
重
に
姿
勢
を
正
し
て
処
置
す
る

こ
と
を
強
〈
要
求
い
た
し
ま
し
た
。
次

に
、
し
尿
く
み
と
り
料
の
値
上
げ
に

つ

い
て
は
、
今
後
当
分
の
問
、
値
上
げ
し

な
い
こ
と
を
条
件
に
原
案
を
可
と
し
た

こ
と
を
付
記
い
た
し
ま
す
。

六
月
定
例
市
議
会
に
出
さ
れ
た
陳
情

請
願
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

|
採
択
さ
れ
た
も
の
|

マ
橋
の
改
修
に
つ
い
て

(春
日
二
丁
目
東
区
長
八
巻
春

吉
ほ
か
一
名
)

マ
道
路
舗
装
に
つ
い
て

(
美
川
町
二
区
長
正
島
明
ほ

か
十
三
名
)

マ
お
堀
の
清
掃
に
つ
い
て

(
日
吉
町
二
区
長
加
藤
庄
松
ほ

か
二
名
)

マ
路
肩
補
強
と
舗
装
に
つ
い
て

(
西
据
区
長
安
下
省
三
ほ
か
十

八
名
)

マ
市
道
改
良
に
つ
い
て

(
下
据
区
長
松
田
甚
五
郎
ほ
か

四
十
三
名
)

マ
舗
装
に
つ
い
て

(平
沢
区
長

マ
舗
装
に
つ
い
て

権
守
卓
ほ
か
六
名

(
中
荒
井
町
三
丁
目
区
長

勇
ほ
か
三
十
五
名
)

マ
舗
装
に
つ
い
て

(
下
舌
区
長
矢
田
輝
雄
ほ
か
十

五
名
)

-
前
回
継
続
分

マ
舗
装
願
い

(
中
津
川
区
長
中
村
太
作
ほ
か

十
一
名
)

マ
酒
米
共
同
選
別
設
置
事
業
助
成
に
つ

い
て
(
大
野
市
農
業
協
同
組
合
長
本

多
良
三
ほ
か

一
名
)

マ
舗
装
願
い

(
開
発
区
長
長
田
昭
彦
ほ
か
十

八
名
)

ー
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の
ー

マ
猪
島
用
水
の
補
償
に
つ
い
て

(
大
野
地
区
小
用
水
組
合
代
表

者

川

瀬

真

一
ほ
か
三
名
)

マ
増
設
事
業
の
助
成
に
つ
い
て

(市
精
米
協
同
組

合

理

事

長

蒸

徳
弥
之
助
)

マ
市
道
編
入
願
い

(
松
丸
区
長
斉
戸
義
男
ほ
か
十

六
名
)

マ
市
道
認
定
願
い

(
平
沢
区
長
権
守
卓
ほ
か
六
名
)

マ
道
路
舗
装
に
つ
い
て

(下
唯
野
区
長

細
川
勉
ほ
か
十

五
名
)

マ
水
路
改
修
に

つ
い
て

(
城
町
区
長
鈴
木
明
太
ほ
か
九

十
六
名
)

ー
不
採
択
と
な
っ
た
も
の
!

マ
水
利
組
合
へ
の
補
償
に
つ
い
て

(
大
野
水
利
組
合
委
員
長
近
藤

又
右
ェ
門
ほ
か
十
名
)

マ
保
留
地
の
売
払
い
に
つ
い
て

(
春
日
三
丁
目
玉
木
満
) 4

削
川

-
・
継
続
分

マ
庖
舗
改
造
補
助
願
い

(
糸
魚
町

一悩
野
陸
夫

議

Ao. 
':z4 

き

動

の

四
月七
日
a

北
信
越
市
議
会
議
長
会
定

八
日
.
期
総
会
(
長
野
市
)

二
十
六
日
建
設
常
任
委
員
会
所
管
調

査教
育
民
生
常
任
委
員
会
所

管
調
査

二
十
八
日

五

月

二
十
六
日

六

月二
日
七
日

八
日

十
一

日

十
四
日

十
五
日

十
七
日

十
八
日

十
九
日

二
十
一
日

二
十
四
日

二
十
五
日

十
日

六
月
三
日

福
井
県
市
議
会
議
長
会
臨

時
総
会
(
福
井
市
)

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
経
済
常
任
委
員
会
所

管
調
査

建
設
常
任
委
員
会

真
名
川
ダ
ム
対
策
特
別
委

員
会
議
会
運
営
委
員
会

市
議
会
定
例
会
(第
一
日
)

本
会
議

(第
二
日
)

産
業
経
済
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

本
会
議

(第
三
日
)

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期

総
会

(
東
京
都
)

南
部
区
画
撃
理
調
査
特
別

委
員
会

北
信
越
市
議
会
議
長
会
雪

害
対
策
強
化
特
別
委
員
会

(飯
山
市
)

!

来

局

|

塵
児
島
県
名
瀬
市
議
会
議

員

(
八
名
)


